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～開院3年目を迎えて～　病院管理者　武冨 章

4月から整形外科常勤医師として西尾，前田，萩尾の3名の先生を福岡大学医局

からお招きしました。また，皮膚科の常勤医師として市川先生を九州大学医局から

お迎えしました。いろいろな現場で臨床経験を積んでこられた先生方ですので，当

院の病院としての診療能力向上に大いに活躍していただけるものと期待しています。

整形外科については，地域において特にニーズの高い人工関節置換術等の関節外科

を診療の中心に据え，皮膚科については，入院患者さんの褥瘡や外来患者さんの皮

膚腫瘍や湿疹等の治療のほか，スキンケアや美容外科的な治療もとり入れて，

幅の広い診療を行いたいと考えています。

4月以降，外来患者数・入院患者数・手術件数とも大きく増加しており，病院

の運営は安定しつつあります。院内にも活気が出てきました。ただし，開業の

先生方からのご紹介が増えている一方，医師の異動もあったため，外来でお待

たせすることも多くなってきています。この点は心苦しく思いますが，今後も

さまざまな工夫により待ち時間の短縮に力を注いでまいりますので，ご容赦，

ご協力をお願いしたいと存じます。

今年度も引き続き，内科各分野の専門医の増員，リハビリテーション専門医，

脳神経外科医等の招聘に努力し，「元気印の飯塚市立病院」と呼ばれたいと思

います。



整形外科のご紹介 整形外科部長 西尾 謙吾

私たちが毎日健康に活動できる源は、健康な内臓はもちろん、骨、関節、筋

肉、靭帯、神経が痛みなく働いてくれることにあります。これらの器官や組織

を運動器とよび、その病気や外傷（怪我）を治療するのが整形外科の仕事です。

日常の生活活動に支障がないように、そして痛みのない生活、趣味やスポーツ

など楽しい人生、これが私たち整形外科医の望むところです。

私たちの治療は大きく分けて、保存治療と手術治療に分かれます。保存的治

療とは、日常生活の指導を始め、薬や注射、理学療法（温熱治療や体操療法）

を行います。保存的治療によってよくならない場合や、手術治療を必要とする

皮膚科のご紹介 皮膚科 市川 竜太郎

平成22年4月1日から新規開設されました皮膚科を担当します市川竜太郎と

申します。

当科は毎週月曜日から金曜日まで、午前8時30分から午前11時30分まで一

般外来を行っています。予約は必要ありません。湿疹、じんま疹、水虫、ア

トピー性皮膚炎、できものなどから爪、毛髪まで皮膚や皮膚に関連するあら

ゆる疾患を扱っています。午後は小手術・検査などを予約制で行っています

が、まず午前の一般外来を受診され予約を取っていただきます。

耳鼻咽喉科のご紹介
耳鼻咽喉科部長 朝信 輝樹

はじめまして昨年12月より当院耳鼻咽喉科に赴任しました。アサノブと申

します。

みなさんはいままで首や顔の異常でどこの科で診てもらったらいいのか分から

なかったことはありませんでしたか？耳鼻咽喉科は欧米では頭頸部外科

（head and neck surgery）とも呼ばれており、顔面・頸部の疾患を扱う科

です。（最近では日本も頭頸部外科を標ぼうするところが増えてます。)もっ

と具体的には耳鼻咽喉科は（眼窩内・歯およびその周囲・（皮膚）を除く）顔

面と（頸椎周囲を除く）頚部が扱うエリアとなります。よって 顔面麻痺、

顔面痛、耳性めまい、顔面・頚部の腫瘤、舌の異常なども耳鼻咽喉科の疾患です。みみ・はな・のど だ

けでなく、かお・くび の異常があればまず耳鼻咽喉科受診をお勧めします。

最後に現在、当院耳鼻咽喉科はスタッフ・設備・機器ともにまだまだ充分でなく、対応できない頭頸部

疾患もありますが、一刻も早くこれらを充実させ、地域医療に貢献すべく、耳鼻咽喉科・頭頸部外科のす

べての疾患に対応できるように頑張りたいと思っております。

外傷の場合に手術治療を行います。

整形外科の手術には骨折や脱臼をはじめとする外傷や人工関節などの関節手術、椎間板ヘルニアなどの

脊椎手術、そのほか神経や靭帯の手術、腫瘍（できもの）の手術などがあります。高齢者の骨粗しょう症

による骨折では｢寝たきり｣にならないために積極的に手術治療をおこなっています。

皆様のご健康に貢献できるよう頑張っていきたいと思います。宜しくお願い致します。

手術は主に良性の腫瘍(ほくろ・粉瘤・脂肪腫など)、転移のない皮膚悪性腫瘍、表皮内癌等で基本的に局所

麻酔で行えるものに限ります。それ以外は派遣元である九州大学病院皮膚科等にご紹介いたします。

今後、最新の医療機器等も導入し科の充実を図っていきたいと思いますので、皮膚のトラブルでお悩みの

かたはぜひ皮膚科専門医にご相談ください。



専門スタッフチームが必要で、手術器械等の設備に関することはもちろんですが、手術室は清潔空間が保た

れているからです。細菌感染すると傷口が化膿して治療が困難になることがあります。当院の手術室では清

潔環境を保つために空調設備を整え清掃を徹底し、手術後感染を防御しています。今回更に無菌状態を強化

して手術することが出来る高度クリーンルームを増室しました。

クリーンルームのしくみ

手術を行う過程では、必然的に微粒子（細菌）・熱・湿気などが生じます。クリーンルームはこれらの汚

染物質を排出し、浄化された空気を提供する清浄な手術環境を維持するための設備です。

天井に設置されているＨＥＰＡ（ヘパ）フィルターで汚染物質を濾過し、清浄な空気が室内に流れます。床

面に近い所にある吸気口から吸い込む構造ですので、空気の流れに違和感を覚えることはありません。

また、室内の圧力が高くなる「陽圧」と言われる状態となるように空気を送り込んでいるので空気は室内か

ら室外に向かって流れ続け、外部から汚染は防止されます。毎日止まることなく稼動するこの構造により、

当院のクリーンルームは常に清浄な環境に保たれています。

クリーンルームを増設することにより清潔な環境で1日の手術件数も増え、今までよりもスムーズに手術を

受けることが出来るようになりました。

患者さんが安心して手術を受けられるように手術担当医、麻酔科医、看護師によるチーム医療で今後も患者

さんの安全を守っていきたいと思います。

整形外科

前田 純治

今年度から当院の整形

外科で勤務させていただ

いております。

整形外科全般を担当します。

気兼ねなく、なんでも

ご相談ください。

整形外科

萩尾 友宣

内 科

栗原 隆二

内 科

村上 孟司

手術室クリーンルームを

増設しました
手術室師長 近藤 恵美

今年度4月より整形外科チームによる手術が行わ

れるようになりました。

人工関節置換術、移植手術等には、クリーンルーム

を使用します。

なぜ手術は手術室で行われるのでしょうか？

新任医師のご紹介

症例により積極的に

手術治療にも取り組み

たいと思います。

宜しくお願いいたします。

4月より飯塚市立病院に

赴任して参りました。医師

になって12年目ですが、2

年間臨床から離れていたの

で、フレッシュな気持ちで

取り組んでいます。
リウマチ、膠原病関係に興味がありますが、基

本的にはどの内科疾患でも対応したいです。

よろしくお願いいたします。

内 科

今泉 悠希

自治医大を卒業し、九州

医療センターで2年間の研

修を終え、4月から新しく

飯塚市立病院に参りました。

循環器疾患を中心に内科一

般を勉強中です。

尐しでも皆様のお役に立てましたら幸いです。

どうぞよろしくお願いいたします。

去年まで福岡市内の浜の町

病院で研修医として、2年

間勉強してきました。

まだ勉強中の身で、1年間

という短い期間ですが、よ

ろしくお願いいたします。



※先生の予定は、都合により変更があります。（ご丌明な点は各科診療窓口へご確認ください。）
※小児科の午後診察は、市の健診や予防接種に出務のため丌在の場合がありますので、事前にお電話でお問い合わせ下さい。
※休診日：土曜日午後・日曜日・祝日・12月29～1月3日（年末・年始のため）
※面会時間：月～金曜日/13:00～19:00、土・日・祝日/11:00～19:00
(注1)初診の患者様の受付は、8:20-11:00です。
(注2)予約以外の患者様の受付は、8:20-11:00です。


